木の香るふくしまの家工事履歴書（指南書）

「建主と施工者のための木造住宅工事指針」

１　目的

1 住宅の建設工事は、多種多様な材料を用い、そのほとんどを工事現場において複数の工程を経て加工するといった特徴を持っています。しかし、そのほとんどが地中や仕上げ材の中に隠れてしまうことから、施工者は工事監理者（設計事務所）と協力し、工事の管理の状況報告をこの指南書により行うことで、施工者が工事の適切さを証明するものとする。

②　また、建築主が工事の内容を的確に理解し、施工精度や品質確保について、施工者と共通の認識を持つための資料として活用する。

2 劣化等による損傷に対し、最適な補修方法を検討するための資料として活用する。

3 適切な工事監理と維持管理がなされることで、良質な木造住宅ストックを形成する。

２　参考とする文献

1 木の香るふくしまの家共通仕様書（工事共通仕様書）

2 木の香るふくしまの家特記仕様書（工事特記仕様書）

3 木の香るふくしまの家特記仕様書（長期優良住宅）（工事特記仕様書）

4 福島県建築・設備工事共通仕様書

5 福島県建築・設備設計監理業務委託基準

6 木造建築工事標準仕様書（国交省営繕部）

7 建築工事・電気設備工事・機械設備工事チェックリスト（（社）公共建築協会）

8 工事写真の撮り方（（社）公共建築協会）

３　工事監理資料一覧

①工事に先立ち準備するもの

・　建築基準法による建築確認済証（写し）

・　工事契約書（写し）

・　設計図書

· 工事共通仕様書（木の香るふくしまの家共通仕様書）

· 工事特記仕様書（木の香るふくしまの家特記仕様書）

· 工事工程表

②　打ち合わせ記録

（・材料の承認　・着色の承認　・工事の変更事項の承認　など）

4 工事体制表

（・下請けや協力会社の体制　・各種業種の工事管理責任者　など）

5 施工内容確認資料

（・工事履歴確認シート　・報告書　・工事写真　など）

6 工事完了資料

（・建築基準法による完了検査済証　・工事完成届出書　など）

４　その他作成する資料

　工事施工チェックのためのフローチャートとポイントの表







